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へて 来ます が、 奇妙な の は 船長と ガリ ヴァの 問答です。 

はじめ 彼の 話 を 疑って ゐた 船長が、 さう いへば、 ニュ— 

ホランドの 南の 島に 上陸して、 お -— フ そっくりの 五六 

匹の 生物 を 一 匹の 馬が 追 ひたて て ゆく の を 見た とい ふ 

人の 話 をお も ひだした、 とい ふ 一節が あります。 実に 

短 かい 一節ながら、 ここ を 読まされ ると、 何 か ぞっと 

厭やな ものが ひびいて 来ます。 何のた めに、 こんな 念 

の 入った フィクション をつ くらねば ならなかった のか 

と、 僕に は、 何 だが 痛た ましい 気持 さへ してく るので 

身振りで 他国の 言語 を 覚えて ゆく とか、 物の 大小の 



対比と か、 さう いふ 発想法 は ガリ ヴァ 全編の なかで 繰 

返されて ゐ ます。 この 複雑な 旅行記 も、 結局 は 五つ か 

六つの 回転す る 発想法に 分類で きさう です。 だが、 そ 

れ にしても、 一番、 人 を ハツと さすの は、 ^ -— フが光 

る 石 (黄金) を 熱狂 的に 好む とい ふところで せう。 僕 

は 戦時中、 この 馬の 国の 話 を 読んで ゐて、 この 一節に 

つきあたり、 ひどく 陰惨な 気持に された ものです。 陰 

鬱 といへば、 この 物語 を 書いた 作者が 発狂して、 死ん 

で 行った とい ふこと も、 ゴ— ゴリの 場合よりも もっと 

凄惨な 感じが します。 

また 僕 は 五 年 前の こと をお も ひ 出しました。 原爆 あ 
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